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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
介
護
現
場
等
で
働
く
外
国
人
を
め
ぐ
る
宗
教
的
配
慮
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
問
題
が
生
じ
て
き
た
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
経
済
上
の

連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
平
成
二
十
年
条
約
第
二
号
）
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す

る
日
本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
平
成
二
十
年
条
約
第
十
六
号
）
又
は
看
護
師
及
び
介
護
福
祉
士
の
入
国

及
び
一
時
的
な
滞
在
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
（
平
成
二
十
四
年
外

務
省
告
示
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
き
入
国
し
た
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
（
以
下
「
候
補
者
」
と
い
う
。
）
及
び
候
補

者
を
受
け
入
れ
た
介
護
事
業
者
が
、
候
補
者
の
受
入
れ
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
公
益
社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
に
対
し
て
、

ジ
ル
バ
ブ
の
着
用
に
係
る
相
談
を
し
た
事
案
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
即
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
候
補
者
を
受
け
入
れ
た
介
護
事
業
者
が
、
当
該
候
補
者
に
対
し
て
、
合
理
的
な
理
由
な
く
、

「
勤
務
時
間
中
に
ジ
ル
バ
ブ
を
着
用
し
な
い
こ
と
を
強
要
し
た
り
、
ジ
ル
バ
ブ
着
用
を
理
由
に
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
拒



 

２ 

 

否
し
た
り
す
る
こ
と
」
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
日
本
が
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
上
で
の
宗
教
的
配
慮
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業

主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号
）
に
お
い
て
、
「
事
業
主
は
・
・

・
日
本
人
労
働
者
と
外
国
人
労
働
者
と
が
、
文
化
、
慣
習
等
の
多
様
性
を
理
解
し
つ
つ
共
に
就
労
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」

等
の
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
講
ず
べ
き
必
要
な
措
置
を
定
め
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
同
指
針
の
周
知
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 


